
文化の違い 

― 12日間のオーストラリア生活を通して ― 

山田ゆり 

私の目標　「できるだけ多くの文化の違いに触れ、そこから学ぶこと」 

 
私は12日間、派遣生としてオーストラリアに行きました。スリランカ出身の4人家族のもとでホームステイし、2日間は現地の学校
にも通いました。 
私は以前アメリカに3年半住んでいた経験があります。その経験を活かして今回は、日本・アメリカ・オーストラリア・スリランカを、
自分自身の体験を通して比べました。 

 

1.　家族 ― ホストファミリーとの10日間 

 

 

 

スリランカ出身の4人家族 

10日間、一緒に食事をしたり、会話をしたりしながら生
活しました。 

家族みんなで過ごす時間や、家族同士のつながりの

強さが印象に残りました。 

日本やアメリカと比べることで、「家族を大切にする」と

いう価値観にも、さまざまな表し方があると気づきまし

た。 

 

 

2.　食事 ― 毎日の「当たり前」に文化が表れる 

 

 

スリランカ料理を食べる中で、日本とは違う味付け

やスパイス、食べ方を体験しました。 

アメリカ・オーストラリア・日本と比べると、何を食べ

るかだけでなく、「誰と食べるか」「食事をどんな時間

として過ごすか」にも文化の違いがありました。 

毎日の食事の中にも、その国の文化や家族の価値

観が表れていると感じました。 

 

 



3.　英語 ― 同じ英語圏でも違う 

 

 

アメリカに3年半住んでいたため、アメリカ英語には慣
れていました。しかしオーストラリアでは、発音やイント

ネーション、単語や表現の違いを感じました。 

現地校にも2日間通い、実際にオーストラリアの生徒
と交流しました。 

「同じ英語」でも、その国の文化や歴史によって違い、

英語を学ぶことは、文化を学ぶことでもあると実感しま

した。 

 

4.　日本の文化を伝える側になって 

 

現地の人から「日本ではどうなの？」と聞かれ、日本の食事や学校生活、文化について説明する機会がありまし

た。 

外国の文化を学ぶために行きましたが、日本の文化を説明する中で、改めて日本の魅力に気づき、誇りを感じる

ようになりました。 

これからは、外国の文化を学ぶだけでなく、自分自身が日本の文化についてもっと学び、自分の言葉で伝えられ

る人になりたいです。 

 

『文化の違いを知ることは、相手を知り、自分を知ること』 

 

　　これから先も、違いを楽しみ、自分の文化にも誇りを持って交流していきたいと思います！！ 

 

 





私が出会ったホストファミリー
目次
普段の生活

食生活

親戚付き合い

ホストファミリー紹介
ホストマザー、ホストファザー、ホストブラザー2人

家族みんなとても優しく初日から気軽に話しかけれてた
➭とくにホストブラザーが優しく 一緒にゲームなどしていた

とてもわかりやすく英語を伝えてくれた
➭ゆっくり発音してくれ、聞き取れるまで何度も繰り返してくれた

普段の生活

平日の過ごし方
仕事や学校へ行くのは日本との変わりはあまりない

学校が終わるのが日本よりも早く3時に終わる

放課後は、自分のやりたいことに使える時間が多い

日本よりも自由度が高い印象だった。

休日の過ごし方

1日目

ホストブラザーのフットボールの試合を観に行った

家族でダボの自然を見に行った

その後、みんなで夕食

家族でスポーツや自然など沢山の場所に行った
よりホストファミリーとの中が深まった日になった

日本と違うと思った点や驚いたこと

河川敷沿いのフットボールコートがとても大きい

北海道の様な広い土地が果てしなく続いている

毎食ホストファザーが料理を作ってくれていた
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2日目

親戚とモーニング

お昼は公園でBBQ

夜は別の親戚の大きな農場へ行った

沢山の親戚と会い沢山のダボ市の人との交流ができた

日本と違うと思った点

割と遠い親戚との中も深い

公園にBBQ用の貸し出し鉄板がある

田舎の広大な土地の規模が違う

全体で感じた事
学校へ行ったり親戚など人との交流が多く沢山の人と話したが、英語が得でなくてもジェス
チャーなど使う事で一緒に楽しむことができた。

みんな日本よりも落ち着いた雰囲気でとても過ごしやすいと思った。田舎なので土地も大き
くのびのび生活できる。

まとめ
今回のホームステイなどを通じて、ダボ市の文化を知るだけでなく、人と関わることの大切
さを学びました。様々な人と交流を交わす中で、この人はこういう価値観を持っているなど
日本人とは違う意見を聞くことでこれからより様々な視点で物事を見れるようになりまし
た。
今回の派遣を通しダボ市だけでなく他の国へも挑戦してみたいと決意した
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言葉の壁を越えて、広がる世界 

東中学校 2 年 安藤 彩 

 

学校体験・交流を通して、日本との違いから気づいたこと、驚いたこと、考えたことを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

01  学校生活の違い 

St. John’s College では、教室

と教室の間の外空間にロッカ

ーが並び、教科ごとに教室を

移動するスタイルでした。毎

時間教室が変わることや、持

ち歩くカバンとロッカーに置

いておくカバンを使い分けて

いることなど、日本とは違う

仕組みがたくさんありまし

た。時間割をノートパソコン

のアプリで確認するなど、自

分で予定を管理する場面も印

象的でした。 

02  授業・先生・自由な時間 

授業では決まった席がなく、

友達同士で机を動かしたり、

自由に立ち歩いたりする場面

がありました。一人一台の

PC を使い、黒板ではなくス

クリーンやホワイトボードを

中心に授業が進みます。先生

と生徒の距離が近く、フレン

ドリーで親しさと礼儀の両方

がある関係も印象に残りまし

た。 

03  広さ・自然・交流から 

学んだこと 

学校は約 40ha、訪れた動物園

は約 300ha。どちらも日本で

はなかなか想像できない広さ

でした。動物園では広大な敷

地を生かして動物を身近に感

じられるつくりになっていま

した。現地の人との交流では

多様な考え方や文化に触れ、

「日本ではどうだろう？」と

考える新しい視点が生まれま

した。 

今

回
の体験から見えたこ

と

「自由」に見える 

学校生活の中にも自分で 

考えて行動するための仕組み 

がありました。違いを知るこ 

とで、自分の学校や文化を 

再認識することにも 

繋がりました。 

違いを知ることで、「世界が広がった」 

10 日間の体験をこれからの自分の視野や行動に繋げ、 

後世に伝えていきたいと思います。 





オーストラリアと日本の違い

防災・災害 今次　花鈴

🍀自己紹介🍀

高校２年生 17歳　今次花鈴です！

15歳の女の子、弟、ご両親の4人家族（プラス🐶🐱）　

ハワード家にホームステイしました

派遣で一番の思い出はホストファザー、マザーの料理がとてもおいしかった

ことです　　特にフェアリーブレッドやマフィンなどのスイーツが絶品✨

また、ホストファミリーと一緒にハプキドー（日本の合気道にルーツを持つ
韓国の総合武道）を体験できたことが特に思い出に残っています！

はじめに

災害・防災をテーマにした理由🔥

私は地震がとても苦手で小さな揺れやアラートに心臓がバクバクするほどで

す

そのため自分用の防災バッグを作って、枕元に置いて寝ています。頭のなか

で逃げ方をシミュレーションしたり、全国のリアルタイム地震情報をいつも

チェックしたり…家族にうざがられるほど地震を気にしています

そこで「怖がってパニックになるくらいなら、もっと正しい知識や対策を得

て安心したい！」「オーストラリアからも防災知識を学べるチャンスでは？」

と思い、このテーマにしました

ビビりだからこそ気づける備えを大切に、オーストラリアと日本の相違点や

学んだことたくさんお伝えできたらいいなと思います！

オーストラリアと日本の比較

オーストラリア🐨
・森林災害・熱波・洪水・サイクロンが起こりやすい

・みんな消火器を車に積んでいる　・防災バッグはない

・早めの行動、家の周囲の燃えやすいものを減らす



日本🌸
・地震、津波が多い

・四季がはっきりしているため台風や洪水が起こりやすい

・ハザードマップ　・地域ぐるみの防災訓練　・木造建築→耐震工事

まとめ

日本は起きたときにどう動くかを重視する印象が強く、オーストラリアは起

きる前に防ぐ工夫を重視する印象がある！

私たちが取り入れることができる対策は２つ✨

・家の中だけでなく家の周りまで防災　

・早めの避難行動

→東日本大震災時、内閣府等の調査によると「すぐに避難した」人は全体平均

で約5割という結果が見られました。日本人は慎重がゆえに避難するのが遅れ

がちで「自分は大丈夫」という考えや多数派同調性バイアスに左右されるこ

ともあります。もっと早く！早すぎたかも？くらいの勢いで避難できるとい

いと思います。

最後に🌟

今回の派遣を通してオーストラリアの文化や言語だけでなく、災害・防災の

分野まで、楽しく興味を持って学ぶことができました！

ホストファミリーだけでなく、派遣生・引率者のみんなとも仲を深めること

もでき、一生に一度の思い出になりました。ダボでは、多様な価値観を尊重

する文化と視野を広げるための積極的な学びの姿勢を得る事ができました。

この体験を糧に、これからの学校生活や新しい挑戦に繋げていけるようにが

んばります！

交換留学に行かせていただき、ありがとうございました🍀





TORI　YAMAGUCHI

山口　導人



【派遣目的】

僕の将来なりたい「夢・職業」は英語を使う為、文法だけでなくコミュニケーションの方法を学んで夢に近づくきっかけに

なれば良いと思ったため。

【目的に対して】

現地の人と沢山コミュニケーションして、人との関わり方や生活について学ぶことができ、普通では経験できない有意義な

研修にすることができました。

【今後どう生かすか】

今回実感することができたコミュニケーションの大切さを忘れずに、これからも多くの人と英語でコミュニケーションを

行い、機会があれば美濃加茂とダボの交流がもっと盛んになるような貢献をしたいです。
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